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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築港

２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６

-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★「市民の財産をなぜどんどん売り飛ばす」と

の読者の声に応え、その一例としての「海遊館」

民営化を俎上に載せました（１頁）。このいわば

負の結末から私たち市民は何を学び、どう行

動すべきか、考えてもらえば嬉しいです。 

★この「海遊館」問題にも通じる行政への提言

が、「叫んでいいとも！」常連の小西さんから

なされました（１２頁）。行政とは何のためにあ

るのか。税金はどう使われるべきか。「目に余

る無駄遣いの中での国民負担増。皆さんはど

う思われますか」との問いが重く響きます。 

★そんな中で今、最も重く響くのは、やはり

「戦後７０年、この国はどこへ進もうとしている

のか」の問いでしょう。「二度と戦争許すま

い！」と４年ぶりに開かれた港戦争展（６頁）。

「核も戦争もない未来を！」と歩き通した非核

平和行進（１０頁）。「戦争法案いらん！」と叫ん

だ港総行動（１１頁）。国会周辺に逆巻く平和の

波は、この港区からも押し寄せているのです。 

★こうした今、今の切迫感溢れる記事と共に、

読者の好評を博しているのが歴史物。涙と笑

いの港区版おしん『幸運橋の空』（３４頁）、ロシ

ア黒船騒動をタイムスクープばりに再現した

『みっちゃんの歴史ガイド』（３２頁）、加えて今月

は大阪港の礎を築いた先人の紹介（２０頁）も。

港区の故きを温ねて新しきを知りましょう。 
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